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M 容[ の g 旨
第 I 部 「太極殿と大極殿」の第1 章 「中国古代都城の軸線プランと正殿」と第2 章 「中国都城の前 
殿と太極殿」では、都城や宮殿の軸線に注目するというユニークな視点で、中国都城•宮殿の展開を 
見渡し、中国都城の画期が太極殿の画期と結びついていたとする。第 3 章 「大極殿の成立と前期難波 
宮内裏前殿」では、前期難波宮の構造を検討した結果、大極殿は内裏前殿として成立し、飛鳥浄御原 
宮ではなく藤原京内裏の大極殿に受けつがれたとする。第4 章 「大極殿の展開と後期難波宮」では、 
平城宮第1次大極殿において、大極殿は朝堂院の正殿へと性格を変化していったこと、後期難波宮は 
その展開の上に位置付けられるとしている。
第 n 部 「中国都城の外郭城と難波京」の第1章 「難波京条坊研究の課題と方法」では、研究史•調 
査成果を整理して、難波京条坊を初期•前期 •後期の3 段階で捉えるのが妥当であるとしている。ま 
た第2 章 「中国古代都城の外郭城と里坊の制」では、中国の外槨城や里坊の特徴を明らかにして、日 
本の条坊制との比較を行っている。第 3 章「初期難波京の造営一孝徳朝の難波宮と造都構想一」では、 
東アジアの動乱のもとで権力集中がなされるなか、孝徳朝でも宮の外郭ラインを延長するという条坊 
制ではない方画プランが施行されたとする。第4 章 「前期難波京の造営」では、天武天皇の複都制構 
想のもと、方 900尺の方画地割が部分的に施工されたとする。第 5 章 「後期難波京の造営」では、聖 
武天皇が天武天皇の意志を継いで条坊区画を伴う後期難波京を造営した。また、寺院配置その他によ 
り都の荘厳のあり方を示している。
第 6 章 「難波京と百済王氏」では、百済王氏と百済寺•百済尼寺との固係を検討し、百済郡の成立 
に百済王氏がかかわったことを指摘する。細工谷遺跡の検討から、北河内への移動は桓武朝のことと 
する。第 7 章 「難波京の変容一奈良末から平安前期の様相をめぐって一」は、長岡遷都後、四天王寺 
と摂津国府が統合の中心となったこと、難波律から渡辺律への転換、熊野高野詣の起点となっていく 
ことを明らかにしている。
論 文 春 奄 の 結 果 の 要 旨
本論文の第I 部 「太極殿と大極殿」の第 1 章 「中国古代都城の軸線プランと正殿」および第2 章 
「中国都城の前殿と大極殿」では、宮城•宮殿の中軸線に注目するという新しい視点で中国都城の発 
展が明確にされている。第 3 章 「大極殿の成立と前期難波宮内裏前殿」と第4 章 「大極殿の展開と 
後期難波宮大極殿」で提起された、日本における大極殿は内裏の正殿として成立し、平城宮第1次大 
極殿で朝堂院の正殿へと変化したとする考え方は、日本の大極殿に関する理解に根本的な変更を迫る 
重要な提言で、今後各都城の内裏• 朝堂院• 大極殿の検討に大きな影響を与える。
第 n 部 「中国都城の外郭城と難波京」では、日中における京域、碁盤目状街区、里坊制、条坊制に 
ついて比較検討し、難波京の形成• 発展について考察している。第 1 章 「難波京条坊研究の課題と 
方法」と第2 章 「中国古代都城の外郭城と里坊の制」では、日本の条坊制と中国都城の外郭城との 
特徴を明らかにし、ともに第!！部における日本の都城、なかんづく難波京研究の基礎•前提として位 
置づけられている。第 3 章 「初期難波京の造営一孝徳朝の難波宮と造都構想一」、第 4 章 「前期難 
波京の造営」、第 5 章 「後期難波京の造営」では、難波京の展開を初期• 前期 . 後期の3 段階に整 
理するところに特色があり、それらを一連のものとして新たに跡づけていることが評価される。第 6 
章 「難波京と百済王氏」、第 7 章 「難波京の変容一奈良末から平安前期の様相をめぐって一」では、 
考古学的な資料にもとづいて、難波京の内実および廃止後の状況を明らかにしている。この点は、文
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献史料が乏しいため、従来不明な点が多かった。本章で提出された難波の有様は説得的であり、今後 
当該時期の難波を考える際の基礎となると評価できる。
本論文は、個々の実証の手堅さはもちろんであるが、単なる事例研究、特定地域の個別研究ではな 
く、東アジア全体の動向のなかで、中国都城の展開と日本都城の展開とを一貫した視点で検討するこ 
とを通じて、多くの新事実*新視点を提示していることなどが、高く評価される。
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められ 
る。
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